
 

 

 

 

 

 

生駒市は、ユニセフ日本型「子どもにやさしいまちづくり事業（Child Friendly Cities Initiative：

CFCI）」※の候補自治体にエントリーし、令和 7年 12月 18日付で承認されました。 

本市では、昨年度策定した「生駒市こども計画」において、こどものウェルビーイングを高めることを

普遍的な目標に掲げ、こどもの居場所づくりや学校との連携、こどもの意見聴取の仕組みづくりなど、こ

どもの育ちや権利を尊重した施策を推進してきました。また、市民団体や地域住民と協働し、こどもを中

心に据えた地域づくりにも力を入れてきました。 

今回 CFCI 候補自治体に承認されたことは、こうした取組を国際基準によって体系的に整理するととも

に、地域全体でこどもを大切にする文化を醸成していくための大きな一歩です。 

※子どもにやさしいまちづくり事業（CFCI） 

 CFCIは、子どもの権利条約の理念を基盤として、地方自治体が、こどもをまちづくりの主体、当事者とし

て位置付け、誰一人取り残さないまちづくりを進める国際的な枠組みです。 

■ CFCIの候補となったことを受けて今後本市が重点的に取り組む内容 

・こどもの権利の理解促進 

・こどもの意見表明の機会創出（学校でのルールメイキングプロジェクト） 

・市政へのこどもの意見反映の仕組みづくり 

・こどもの居場所づくりと担い手育成 

◇期待される効果 

・こどもを大切にする地域文化の醸成 

・家庭、学校、地域、行政でのこどもの権利の尊重 

・こども施策の分野横断的な改善 

・学校・地域・市民との協働が促進 

・市政へのこどもの意見反映が定着 

・全国の先進自治体との連携による施策向上 

■今後のスケジュール 

令和 8年：現状分析と計画立案、庁内横断体制の構築、事業の実施 

令和 9年：事業の実施、検証作業・評価の実施 

※ 2年間の準備・検証作業の終了後、ユニセフ CFCI委員会の評価を受けて、CFCI実践自治体の承認を

受けることを目指します。 

 

この件に関する報道関係からのお問合せ 

生駒市子育て健康部こども政策課（次長 岡村） 0743-73-5582 

奈良県生駒市 

全国で 9番目！ユニセフ日本型子どもにやさしい 

まちづくり事業（CFCI）候補自治体に承認 
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